（１）第４８７号　　　　　　　　　　　　全　国　検　数　労　働　組　合　連　合　　　　　　　　　　　２０１５年１１月９日


	〒144-0052東京都大田区蒲田5-10-2日港福会館5階

Tel　03(3733)5621　　Fax  03(3733)5622

メール    roren@kensu.jp
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　http://www.kensu.jp/
全 国 検 数 労 働 組 合 連 合

書　記　局


	[image: image2.png]


[image: image1.jpg]A
> m
B
Ll












�





４８７号





ｇぽう号





１１月６日（金）１４：３０～１５：１５


　第１回　検数労連１５冬季一時金交渉


要求に沿った安定した一時金を求める！

















代表者会議で要求確立！第一回交渉で要求書提出





　１０月２９日～３０日に開催された検数労連代表者会議で左記の通りの要求が全体で確認され、１１月６日の第一回検数労連１５冬季一時金交渉で両協会に要求書を提出しました。


　要求提出にあたり、組合は


港湾を取り巻く経済環境は芳しくない状況の中ではあるが、各地域から両協会に対し、


生活防衛のためにも要求に沿った生計費原則に基づく一時金求めるとの声が強く出されている事を主張。
























































２０１５年冬季一時金要求書（抜粋）





２０１５年冬季一時金および諸労働条件の改善について、下記の通り要求いたします。





記


１．冬季一時金について


（１）要求方式と要求額について


　①　日　検


　　（本給＋家族）×３．０ヶ月＋一律１０万円＋都市加算とすること。


　②　全日検


　　　職員Ａ


　 （本給＋家族）×３．０ヶ月＋一律２０万円＋都市加算とすること。


　　　職員Ｂ・見習い職員


（本給＋地域年齢手当）×３．０ヶ月＋一律１０万円＋都市加算とすること。


　③　都市加算の支給区分と金額については、別表の通りとすること。


　④　職員以外の者は、職員に準じて支給すること。





（２）支給条件について


　①　長期病欠者に対しては、各々の支給基準の７０％を支給すること。


　②　通勤災害による休業者についても労災休業者と同一取り扱いとすること。


　③　一切の協会査定（特別評価）は行わないこと。


　④　転勤者の取り扱いについては、計算期間中のそれぞれの所属地の地域区分に基づく日割計算、または１２月１日現在所属地の地区区分かのいずれか有利な方を適用すること。


以上






























































　個別では全日検に対し、ここ数年の一時金では毎年一時金を積み上げてきていることから、従業員の生活安定のためにも積み上げを期待している。また、６０周年を迎え、全国でユニフォームを一新したことによって、職場では今一時金に対する期待が大きく出ている。その点では昨年冬を下回る事は許されないし、従業員の期待に応えるべく要求に基づく一時金を要求する。


　日検協会に対しては、収益については全国的に一定の成果を



























































を出していると聞き及んでいる。そういった面では従業員のモチベーションを高めるべく要求に沿った安定した一時金を求める。


　両協会に対して、昨今の港湾情勢を見ていると「日本に船が寄港しない」いわゆる日本飛ばしが目立つ状況と言える。そういった面では、両協会も対策が必要であり、今一時金では経済交渉だけではなく『仕事と収入の確保』と言う観点から交渉の中で協議していきたい。以上を主張して交渉を終了した。



























































今後の予定　：　１１月１０日（火）第２回交渉　１０：３０～（基礎数字）　


１１月１７日（火）第３回交渉（有額に対する考え方）


１１月２６日（木）第４回交渉（有額回答指定日）　











　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


